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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

市民の行政に対する評価及びまちづくりに対するニーズや意識並びに第５次焼津市総合計画

に掲載している施策の現状水準を把握し、今後の市政運営にあたっての基礎資料とするため。 

 

２ 調査対象 

次のいずれかに該当する者であって、満１８歳以上の者から 3,000人を等間隔無作為抽出。 

 (1)平成 26年４月１日から引続き焼津市の住民基本台帳に登録をしている者 

 (2)平成 26年４月１日から継続して焼津市に外国人登録をしている者で、平成 27年７月 9 

日以降についても引続き永住者又は特別永住者として焼津市の住民基本台帳に登録して

いる者 

 

３ 調査期間 

平成 28年１月 13日から平成 28年２月５日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

3,000 通 1,847 通 61.6％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 
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７ 性別年代別補正 

市民アンケートの回収結果については焼津市全体の「性・年代」別人口（母集団）からの偏り

を補正計算して調査結果としています。 

 

焼津市全体の「性・年代」別人口（人） 

（平成 27 年 12 月末日現在） 

回収 補正後 

数（通） 割合（％） 割合（％） 

男性 

10 代（18・19 歳） 1,417 16 1.9 2.4 

20 代 6,910 66 7.9 11.9 

30 代 8,489 85 10.1 14.6 

40 代 10,491 133 15.9 18.1 

50 代 8,888 150 17.9 15.3 

60 代 10,154 201 24.0 17.5 

70 代以上 11,738 187 22.3 20.2 

男性計 58,087 838 100.0 100.0 

女性 

10 代（18・19 歳） 1,314 16 1.6 2.2 

20 代 6,595 60 6.0 10.8 

30 代 8,334 117 11.7 13.6 

40 代 9,751 169 17.0 16.0 

50 代 8,612 170 17.1 14.1 

60 代 10,942 261 26.2 17.9 

70 代以上 15,556 203 20.4 25.5 

女性計 61,104 996 100.0 100.0 

性別年代無回答   13   

合計  119,191 1,847   

 

８ アンケートの精度 

・アンケートの精度（標本誤差）については、次の算出式により算出します。 

 

○標本誤差の算出式 

 

 

 

変数κは信頼率により決まり、信頼率 90%ならば 1.64とされます。 

今回のアンケート調査における信頼率を 90%とすると、各回答比率別の標本誤差は以下のとお

りとなります。 

標本数 

回答比率（％） 

10％ or 

90％ 

20％ or 

80％ 

30％ or 

70％ 

40％ or 

60％ 
50％ 

1,847 ±1.13% ±1.50% ±1.72% ±1.84% ±1.88% 

 

これは，例えば今回の調査においてある設問を単純集計した場合、その設問の「Ａ」という回答が全体

の 50％であったとすれば、今回の調査の母集団（119,191人）に同じ設問をしても、統計学的には 90％

の確率で「Ａ」の割合は，50±1.88％の範囲内となり、精度は確保されていると言えます。 

 

Ｎ－ｎ 

Ｎ－１ 

ｐ（１－ｐ） 

ｎ 
σ＝κ 

σ：標本誤差 

Ｎ：母集団 

ｎ：標本数 

ｐ：回答比率 

κ：信頼率による変数 
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